

























富 田 靖 浩
1. 量子RKKYスピングラスの基底状態
RKKY相互作用で結ばれたスピンがランダムに面心立方格子上に分布した系について,塞
底状態に長距離秩序があるかどうかを有限系の数値的対角化の方法で調べた｡量子ノ､イゼンベ
ルグモデルと,それを拡張L z方向の異方性 Aを考慮したモデルについて計算し,各Aについ
て無限系-の外挿を行った｡そして spin glassorderparameterの値のA依存性と,ⅩY-like
regionでpowerdecayするとした場合の臨界指数 符の-A依存性を求めた｡
2.量子スピン系の基底状態
Dyson,Lieb,Simonの方法を拡張して,反強磁性ⅩⅩZモデルについて,異方性 parame-
terが,スピンの大きさSによって決まるある範囲にあるときに,LROが存在することを厳密
に証明した｡
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